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Group 201  Top interview
印青連NEWS 単組代表インタビュー企画 第4弾!　インタビュアー： 田中　淳　
東京スクリーン・デジタル印刷協同組合  青年部グループ 201 9代目リーダー　飯村　健

Q：最初にグループ201について教えていただけますか？
飯村：元々、東京にはスクリーン印刷の組合が2つありましたが、両組合共に青年部はあり
ませんでした。その2つの組織の2代目を担う若いメンバーが、組合の垣根を越えて若手だ
けで集まろうと始めたのがグループ201です。今年で発足して33年になります。成り立ちの
歴史から見てもグループ201と親組合は別々の組織で、初めは親子関係ではありませんで
した。その後、2つの組合は合併し、現在の親組合となります。グループ201も青年部として
組合に加わり今日に至っています。そのような経緯のため、親組合はグループ201の活動
に干渉せず、自由な活動を認めてくれています。
　ちなみに親会の方は、グループ201の結成から10年後に合併しました。その後、東京スク
リーン印刷協同組合は、急速に発展してきたデジタル印刷を取り込む形で東京スクリーン・
デジタル印刷協同組合に名前が変わりました。

Q：“201”とはどういう意味ですか？
飯村：201という数字には、会社の2代目が集まり、将来、会社のトップ（つまり1）になるために学ぶ会という意味が込められています。ではなぜ
間にゼロの数字があるのかというと、発足当時のメンバーの方が、渋谷の109の語呂の良さをヒントに201と名付けたからだそうです。

Q：活動について教えてください。
飯村：現在、グループ201は会員が19社で、今期は私が9代目のリーダーです。会長ではなくリーダーと言います。リーダーは2期4年やるのがここ最
近の通例で、私は現在1年目で、順当に行けば後3年の任期が残っております。
　活動は、毎月1回・年12回、例会を開催します。毎月の例会に加え、ゴルフもやっているので年13回の活動があります。ゴルフは参加されない方も
いらっしゃいますので、オプション的な位置付けでグループ201のコンペという形で行っております。特徴的なのは13回必ずレクリエーションにしろ
勉強会にしろ、何かしらイベントをしてから懇親会を開催します。その為、懇親会では例会の反省会として話しがとても盛り上がります。また、出会っ
てからの年月に対し、メンバー同士共有してる思い出が多いという感じがします。毎月の例会で定期的に顔を合わせることは重要と考えています。
グループ201の中では仕事をそれぞれお互いに依頼したりされたりすることが多く、会うとみんな相談事をしてます。そういう点で、きっちり毎月開
催するというのは大切だと思います。
　年間スケジュールは4月の会議において、皆でどう運営するかを決定します。各イベントに2人か3人ぐらいの幹事を割り振り、彼らに一任します。全
員、年に1回か2回は幹事になって、担当になった会を運営しております。そのため、負担が特定の人に集中することなく分散しているのが良い点です。

Q：印青連と合同でのプレゼン大会について
飯村：10年位前から毎年開催しています。毎回各メンバーにプレゼンターを打診し、希望者
にプレゼンしてもらいます。機械の導入など新しい事案がある人や、新規メンバーなどに発
表して頂きます。大体4～5年に一順して回って来ますが、以前に発表したことがある内容で
も忘れていたり、新たに発見したりする事も多いので毎回新鮮な雰囲気があります。
　今回は出席頂いた人数が思っていた以上に多く、プレッシャーを感じていました。会費を
頂いて出席して貰っているので何か持ち帰って頂きたいと感じている中で、プレゼンターの
方々が頑張ってくれました。本来の主旨として、各メンバーが対応できる仕事内容がそれぞ
れ違うということをお伝えしたくてこのプレゼン大会を開催しましたが、皆さんに楽しんで
頂けたようですのでよかったです。ご覧になって頂いた通り、ひと口にスクリーン印刷と言っ
てもできることが各社全く違うということをお分かり頂けたと思います。

Q：グループ201のリーダーとして印青連にに期待することはありますか？
飯村：グループ201のような小さな組織からすると、印青連の人が多く集まる＝スケールメリットを生かした企
画は魅力的です。セミナーや工場見学、大きな会場での忘年会など、単独での開催が難しいイベントに参加で
きることはとてもありがたく思います。勉強や仕事のためになることを学ぶことに意欲的なメンバーに有用な
機会を提供できるのは、印青連に参加しているメリットであり、そういった企画への参加を通して、グループが
新規の会員を誘いやすいという側面も感じております。企画、準備をする役員の方々は大変だと思いますが、こ
れからも楽しい企画を期待いたします。

Q：他団体に発信していきたいことは？
飯村：プレゼン大会が喜んで頂けたということで、今後さらに“スクリーン印刷”に関してもう少し外部へ発信
していきたいと思います。例えば、プレゼン大会は毎年やるんですけど、定員を極端に少なくして、参加ご希望
の方には会費を頂くような形でより具体的にかつ個別にプレゼンをしてみたいです。
　スクリーン印刷は、皆さんが理解されていないことがまだまだあるのではないか、またこちらも伝えきれて
いないことがあるのではないかと思います。プレゼン大会を通して皆さんにスクリーンに対してさらに知識を
持って頂ければ、必ずお仕事に繋げやすいので、今後その辺をアピールできればと思います。



関連団体情報

マスターズ倶楽部 
（有）彩光社 鷲尾浩一

マスターズ の いい加減マスターズ の いい加減

時を遡ること 30数年前、自宅から片道 2時間余の通学に耐えられず親に
無理言って一人暮らしを始めた大学生だった頃の話。

当然生活費等は自活しなければならずアルバイト三昧の日々を送りました。
それでも 2年生までは学業とバイト両立しながら、楽しい学生生活を送って
おったのですが、3年生になってから同じサークルの悪友達に誘われパチンコ
の虜に・・・
「江戸っ子は宵越しの銭は持たねえ べらぼうめ！」って事で、朝から日雇いの
建築現場で働き、日当もらうとパチンコ店へ直行かつジャンジャンバリバリの
パチンコライフ！勝てば豪華なディナー・負ければ、小銭しか残らない！

負けが続き、食べるものはスーパーの特売もやしのみで３週間程過ぎたころ、
いつもの様に現場でガラ（砕石）を運んでいる時に気を失いかけました。
心配した友人に病院に連れて行かれ、病院の処置室で点滴をうけながら先生に
「栄養失調気味だ もっとちゃんと栄養取りなさいと怒られました。
点滴を終え、友人にその話をしたら大爆笑！
だって、その時のワシオ青年の体重はゆうに90キロ以上あったのですから・・・

皆さんも健康管理には十分お気をつけ下さい。嘘のような本当の話でした。

人は見た目じゃわからないの巻

光沢化工二世会グループ　
青光会　プレゼン
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20/02/04 @文京シビックセンター
記事 ： （株）有伸社　俵 慶祐

（株）有伸社　俵　慶祐
ニスコーティングやプレスコートを
主業としています。耐水耐油ニスや
トランプ用ニスなど特殊物も扱います。

（株）日本美術ライト商会　関口 隆宏
出版・書籍・商印を中心に、フィルム
ラミネートのほか、シルク艶出しや
箔押効果の加工もできます。

（株）山宝社　関 洋平
三鷹市所在の会社でフィルムラミ
ネートを手がけています。

川口サトウ印刷（有）　佐藤 利紀
L全ラミネーターのほかUV印刷機で
アルミ蒸着紙などへの印刷もお受け
できます。

（有）長谷川産業　長谷川 太一
フィルムラミネートもコーティングも両方
対応。困った時の駆け込み寺として納期の
ないもの、他で断られたものにも対応。

（有）友邦社　吉池 法子
自動打抜機を導入し、打抜・断裁・
角丸など表面加工の後工程まで
対応できます。

（有）ミユキ化工　宮下 岳人
3台のラミネーターでフィルムラミ
ネートを主業としています。合成紙や
ステッカーが得意です。

2020/2/5～2/7 東京製本二世連合会（以下  二連）は有志13社にて
２コマを借り受けて出展を行いました。
今回のテーマは『コラボ』。普段でも仲間仕事という範囲で協力し合う事
はありますが、展示品という形で協力をするのは初めて。進んでるんだか
進んでないんだか分からない毎度の打合せの中で３つのチームに分かれて、
案の定納期ギリギリまで引っ張って展示品を作成しました。中には１冊辺り
加工代で数千円になるものもありましたが、合計 67,210名（前年66,560名、
前年比100.9％）の来場者の方々に手に取っていただき、出展した二連メンバ
ーは手応えを感じたようです。写真は今回のコラボ製品です。

ふと客入りの少ないときに印刷パートナーゾーン
を歩いていると、あれ？大きなモニターに見覚えの
ある顔が・・・ジャパネットなかた社長の登場でござ
いましたとさ(*ﾉωﾉ)

＠池袋　サンシャインシティ
記事 ： 菁文堂㈱　竹内　靖貴

記事 ： 菁文堂㈱　谷山

FACE所属　菁文堂　谷山　です。
印青連では弊社代表　竹内が大変お世話になっております。
この記事を書くにあたり、物理的な圧力があり断れる状況になく着手したこと、お察し願います。
2月15日「PrintNext2020」秋田。印青連の皆様に多数ご参加いただきました。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　私は、大阪開催の前回は不参加。東京開催の前々回はうっすら記憶にある程度で、恥ずかしながら、
　　　　　　　　　　　　　　　プリネクとは？？からのスタートであった。主催３団体の事も理解しておらず、昨年２月の実行委員打診
　　　　　　　　　　　　　　　に不安を覚えた。が、竹内、FACE稲満会長、松谷副会長より、後押しもありメンバーに加えていただ
　　　　　　　　　　　　　　　いた。担当は、SPACE-21として広報部会に配属。
　　　　　　　　　　　　　　　今回のテーマは「Find the future　人間力で世界価値を創造しよう！」
　　　　　　　　　　　　　　　さて困った。何のことかわからない。FACEの「YES OR ハイ」の掟を恨んでもあとの祭り。とりあえず
　　　　　　　　　　　　　　　動き始める。各団体イベントに参加。山梨、沖縄、宮城、栃木でPR活動。
初沖縄では、田村広報部会長と相部屋で2泊。フロントでは、「お連れ様」と呼ばれ、おそらく勘違い
される事態に。広報部会の北海道ブロック担当となる。ブロック企画概要に「わくわくしよう！」とあり、
それを求め、呼ばれもしないのにキックオフに参加。２４時間で北海道往復。
様々な「初」を体験。参加人数500名を超えるイベント運営に関わる、記者会見での司会、ZOOM
会議、動画をSNSであげる等、50歳手前での刺激は、正直、楽しかった。何よりも代えがたい体験は、
プリネクに関わる、全国のメンバーとの出会い。団体の枠を超え、意見を交わし、秋田開催の成功を
疑わない、頼もしい印刷青年人達だ。
その彼らの思いを、この体験、学びを、感謝の意を込めて、しっかりと次に伝えたいと思う。

PrintNext2020



お申し込みは
↓こちらから↓

俺の日常！

印青連ニュースでは俺の「めし」、「家族」、「仕事」から俺の「自慢話」、「失敗談」、「不思議体験」 等々….。

「俺（私）」にまつわる話を募集しております。　紹介したい面白ネタをお持ちの方は是非投稿お願い致します！

「俺（私）の○○！」

記事：（株）大森写真製版所
　　　　 　   大森　雄介

たなかのこえ

皆様こんにちは！印青連会計の大森です。いつもお仕事のお話が
中心ですので、今回は自分の日常について書こうと思います！
平日のお昼休みには、たまに喫茶店へ行って気分転換しています。
その行きつけの喫茶店は1970年代くらいにオープンしたそうで、
昭和の雰囲気が残っているところが好きです。入れ立てのコーヒー
と“元祖のりトースト”の組み合わせは最高です（笑）！
　　　　　　　　　　平日の夜は週1回テニススクールに通っています。2年くらい続けています。実際の
　　　　　　　　　　ゲームを中心に、基本的な打ち方の練習もやっています。始めたきっかけは、「何か
　　　　　　　　　　1つでも趣味があったらいいな」、「体が丈夫なうちは年齢関係なく出来る」と思った
　　　　　　　　　　からです。上手なおじいさんもいるので驚いています（クラスは違いますが）。その
　　　　　　　　　　おじいさんを目指して日々鍛錬です（笑）！テニススクールとは別に何ヶ月かに1回、
　　　　　　　　　　社長（父）と一緒にやることもあります。また、早稲田にあるオートテニスにも行って
　　　　　　　　　　一人で練習する時もあります。
休日は、最近ヒップホップダンススクールに通い始めました。始めたきっかけは2018年の印青連忘年会で、
余興のダンスを踊ったことです。やっていて楽しかったことと、踊れればカッコイイと思ったからです（ダン
スというより印青連が楽しいのかもしれませんが）。うまくなるまで何年もかかるでしょうが、いつかまた忘
年会でも踊れるようになりたいと思っています。最後になりますが、皆様にはいつもお世話になっております！
同時に、会計に選んで頂きありがとうございます。まだまだですが、今後とも印青連を盛り上げていけるよう
頑張っていきます！これからもよろしくお願いします！！

　コロナウイルスの為に、各所でイベント中止が続い
ていますね。いゃ～、花粉症なのにマスクが買えずに
辛い日々を過ごしています。いつになったら買えるの
かしら？
　家族で空手教室に通い始めて早４年、今年の目標
に『怪我せず、毎日欠かさず練習する』って書いたけど、
練習しすぎて右足の太腿、肉離れになっちゃっいまし
た。右足パンパンに腫れてたけど、行ってきましたよ、
秋田！プリネクは東京開催以来２度目の参加です。実
は前回参加したときに預けていた上着を置いて帰っ
て来ちゃってさ、フェイスブック上に晒されて笑い者に
されて以来、コートを着ない事にしたのよ。よくね、寒
くないの？って聞いてくる人がいるけど、真冬にコート
無しで寒いに決まってるでしょ！トイレ我慢してるとき
に、お腹痛いの？って聞かんといてくれ。まぁ、今年の
秋田は暖かくて助かりました。
　そんな事より、秋田新幹線はシンカンセン名乗っち
ゃダメだと思うぞ！並走する軽トラに負けてるし、途中
でスイッチバックするし、単線区間があるとか信じら
れん。いゃ待てよ、秋田新幹線って本当は、まだ本気を
出してないんじゃないか？実力を発揮する場所がない
だけでさ！
 って事で、次回は竹内広報宣
伝副委員長の『たけうちのこえ』
を送りします。竹内さんの本気の
声をお楽しみに。
　　　　　
        　　　　  印刷産業青年連絡協議会 会長 田中淳


